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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 4,246 5.3 61 983.5 30 △50.8 9 ―

2024年３月期中間期 4,033 △6.4 5 △96.8 62 △72.1 △51 ―
(注) 包括利益 2025年３月期中間期 △93百万円( ―％) 2024年３月期中間期 190百万円(△41.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 3.25 ―

2024年３月期中間期 △17.43 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 15,982 7,637 47.8

2024年３月期 16,467 7,804 47.4
(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 7,637百万円 2024年３月期 7,804百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2025年３月期 ― 0.00

2025年３月期(予想) ― 25.00 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,800 5.5 300 167.6 300 72.2 250 ― 84.13
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 2,992,999株 2024年３月期 2,992,999株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 21,331株 2024年３月期 21,250株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 2,971,704株 2024年３月期中間期 2,971,765株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド消費の増加等の影響もあり、

緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、ウクライナや中東情勢をはじめとする地政学リスク、中国経済の

減速懸念、円安の進行による物価の上昇等が及ぼす影響を注視する必要があり、依然として先行き不透明な状況が

続いております。

こうした中、当社グループにおきましては、９月にアメリカ・シカゴで開催されました「ＩＭＴＳ2024」、なら

びにドイツ・シュトゥットガルトで開催されました「ＡＭＢ2024」に出展し、販路の拡大に努めました。また、１

本のホルダで荒から仕上げまで対応する超多刃・刃先交換式エンドミルＱＭミルに、より高精度な仕上げ加工に特

化した「ＭＰＴ形」ホルダを追加し発表致しました。さらに、Ｗｅｂサイトにおきましても、お客様に興味を持っ

て頂けるテーマを題材にしたホワイトペーパーを新たに公開しております。今後も各エリアの注力商品を対象とし

た拡販キャンペーン、特長ある商品を用いた新たな加工方法の提案、Ｗｅｂページへの魅力的なコンテンツの追加

等の施策を通して、お客様のニーズに応えてまいります。

当中間連結会計期間の連結売上高は、前年同期比5.3％増の4,246百万円となりました。このうち国内販売は前年

同期比0.0％減の1,779百万円となり、輸出は同9.5％増の2,466百万円となりました。輸出の地域別では、北米向け

が前年同期比2.0％減の532百万円、欧州向けが同5.1％増の656百万円、アジア向けが同17.5％増の1,260百万円、そ

の他地域向けが同31.0％増の18百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出の割合は、前年同期に比べ2.2ポ

イント増加し58.1％となりました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比6.9％減の259百万円、切削工具が同6.8％増の3,528百万円、耐摩耗工具が

同2.2％増の447百万円となりました。

収益面では、売上原価率が改善したこと等により、営業利益は前年同期比983.5%増の61百万円、経常利益は同

50.8％減の30百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は9百万円（前年同期は中間純損失51百万円）となりまし

た。

（２）当中間期の財政状態の概況

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ485百万円減少し15,982百万円となりました。このうち流動資産は353百万円の減

少、固定資産は131百万円の減少となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が114百万円増加し、受取手形及び売掛金が258百万円、商品及び製

品が225百万円それぞれ減少したことであります。

固定資産のうち、有形固定資産は58百万円減少しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少428百

万円、設備投資の実施による増加369百万円であります。投資その他の資産は55百万円減少しました。変動の主な要

因は、投資有価証券が98百万円減少し、関係会社出資金が47百万円増加したことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ317百万円減少し、8,345百万円となりました。このうち流動負債は406百万円の減

少、固定負債は88百万円の増加となりました。

流動負債の変動の主な要因は、短期借入金が282百万円、その他のうち設備関係電子記録債務が140百万円それぞ

れ減少したことであります。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が136百万円増加し、退職給付に係る負債が47百万円減少したことであ

ります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ167百万円減少し、7,637百万円となりました。このうち株主資本は64百万円減

少し、6,552百万円となりました。また、その他の包括利益累計額は102百万円減少し、1,084百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では2024年５月15日に公表しました業績予想に変更はございません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,389,966 1,504,943

受取手形及び売掛金 2,013,571 1,755,229

商品及び製品 2,536,789 2,311,140

仕掛品 1,545,013 1,617,681

原材料及び貯蔵品 1,043,388 975,366

その他 250,657 265,169

貸倒引当金 △10,394 △13,754

流動資産合計 8,768,992 8,415,776

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,576,025 1,523,205

機械装置及び運搬具（純額） 1,500,645 1,391,555

土地 975,530 975,530

リース資産（純額） 1,265,317 1,359,732

その他（純額） 125,552 134,078

有形固定資産合計 5,443,071 5,384,103

無形固定資産 221,616 203,681

投資その他の資産

投資有価証券 1,598,171 1,499,175

関係会社出資金 365,846 412,981

差入保証金 52,074 51,538

保険積立金 26,372 26,707

繰延税金資産 9,220 9,697

その他 9,639 6,159

貸倒引当金 △27,602 △27,601

投資その他の資産合計 2,033,721 1,978,657

固定資産合計 7,698,410 7,566,441

資産合計 16,467,402 15,982,218
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 343,743 341,616

電子記録債務 544,278 519,297

短期借入金 2,122,930 1,840,649

未払法人税等 1,226 26,662

賞与引当金 184,423 184,096

未払費用 111,520 94,521

その他 671,527 566,388

流動負債合計 3,979,649 3,573,231

固定負債

長期借入金 2,772,392 2,909,008

リース債務 1,108,195 1,137,961

繰延税金負債 207,185 177,455

資産除去債務 17,560 17,560

長期未払金 64,765 64,765

退職給付に係る負債 512,994 465,142

固定負債合計 4,683,093 4,771,892

負債合計 8,662,743 8,345,124

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 1,703,329 1,703,329

利益剰余金 1,861,240 1,796,612

自己株式 △46,592 △46,661

株主資本合計 6,617,172 6,552,475

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 654,254 578,645

為替換算調整勘定 408,262 388,364

退職給付に係る調整累計額 124,969 117,609

その他の包括利益累計額合計 1,187,486 1,084,618

純資産合計 7,804,659 7,637,093

負債純資産合計 16,467,402 15,982,218
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 4,033,478 4,246,334

売上原価 2,751,803 2,840,489

売上総利益 1,281,675 1,405,844

販売費及び一般管理費 1,276,003 1,344,392

営業利益 5,671 61,452

営業外収益

受取利息 226 3,229

受取配当金 17,376 19,375

為替差益 52,705 -

持分法による投資利益 15,220 6,395

その他 19,055 17,409

営業外収益合計 104,584 46,410

営業外費用

支払利息 41,726 47,644

為替差損 - 24,019

支払手数料 1,168 1,241

その他 4,406 3,972

営業外費用合計 47,302 76,878

経常利益 62,954 30,984

特別利益

固定資産売却益 2,909 -

特別利益合計 2,909 -

特別損失

固定資産除売却損 14,170 70

特別損失合計 14,170 70

税金等調整前中間純利益 51,693 30,913

法人税、住民税及び事業税 27,366 25,496

法人税等調整額 76,129 △4,248

法人税等合計 103,496 21,247

中間純利益又は中間純損失（△） △51,803 9,665

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に
帰属する中間純損失（△）

△51,803 9,665
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △51,803 9,665

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 105,688 △75,609

為替換算調整勘定 118,854 △60,637

退職給付に係る調整額 4,434 △7,359

持分法適用会社に対する持分相当額 12,913 40,738

その他の包括利益合計 241,891 △102,868

中間包括利益 190,088 △93,202

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 190,088 △93,202

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 51,693 30,913

減価償却費 481,718 459,016

貸倒引当金の増減額（△は減少） △151 3,359

受取利息及び受取配当金 △17,602 △22,604

支払利息 41,726 47,644

為替差損益（△は益） △831 534

持分法による投資損益（△は益） △15,220 △6,395

固定資産売却損益（△は益） △2,909 -

固定資産除売却損益（△は益） 14,170 70

売上債権の増減額（△は増加） 239,286 242,668

棚卸資産の増減額（△は増加） △126,415 179,691

仕入債務の増減額（△は減少） △102,317 △14,130

その他 △66,148 △84,593

小計 496,998 836,175

利息及び配当金の受取額 14,930 19,626

利息の支払額 △42,154 △48,961

法人税等の支払額 △78,052 △28,683

法人税等の還付額 - 21,318

営業活動によるキャッシュ・フロー 391,722 799,475

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,083 △3,161

有形固定資産の取得による支出 △110,954 △292,969

有形固定資産の売却による収入 5,010 -

無形固定資産の取得による支出 △24,058 △25,884

保険積立金の積立による支出 △334 △334

保険積立金の解約による収入 2,494 -

その他 4,888 630

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,038 △321,719

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,900,000 3,300,000

短期借入金の返済による支出 △2,000,000 △3,600,000

長期借入れによる収入 1,150,000 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △834,955 △945,665

自己株式の取得による支出 △20 △69

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △111,270 △127,049

配当金の支払額 △73,963 △73,967

財務活動によるキャッシュ・フロー 29,790 △346,750

現金及び現金同等物に係る換算差額 22,921 △16,027

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 318,394 114,977

現金及び現金同等物の期首残高 1,240,625 1,389,966

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,559,020 1,504,943
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。た

だし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前中間純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金費用を計算

しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前中間連結財務諸表及び前連結会計

年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

当中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 285,842 7.0 269,923 7.1 △15,919 △5.6

切削工具 3,387,347 82.9 3,133,880 81.8 △253,467 △7.5

耐摩耗工具 412,764 10.1 426,575 11.1 13,811 3.3

その他 1,893 0.0 956 0.0 △937 △49.5

合計 4,087,846 100.0 3,831,334 100.0 △256,512 △6.3

(注) １ 金額は販売価格で表示しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

当中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

比較増減

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

焼肌チップ 270,935 41,952 277,806 62,474 6,871 20,522

切削工具 3,410,869 538,227 3,598,612 509,048 187,743 △29,179

耐摩耗工具 440,204 154,261 518,839 206,141 78,635 51,880

その他 11,612 766 11,713 539 101 △227

合計 4,133,620 735,206 4,406,970 778,202 273,350 42,996

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

当中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 278,597 6.9 259,356 6.1 △19,241 △6.9

切削工具 3,305,052 82.0 3,528,192 83.1 223,140 6.8

耐摩耗工具 437,590 10.8 447,182 10.5 9,592 2.2

その他 12,239 0.3 11,604 0.3 △635 △5.2

合計 4,033,478 100.0 4,246,334 100.0 212,856 5.3

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。


